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山
　
本
　
忠
　
士

中
国
東
北
経
済
開
発
と
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州

　「
借 

港 

出 

海
」
が

         

中
国･

東
北
地
区
の
未
来
を
拓
く

　
東
北
行
政
首
長
協
調
機
構

中
国
と
い
え
ば
、
何
か
と
公
害
問
題
が
喧
伝
さ
れ
る

が
、
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
の
延
吉
と
琿
春
は
、
八
月
が

一
年
で
一
番
よ
い
季
節
と
い
う
こ
と
で
、
緑
が
豊
か
で

空
気
も
澄
ん
で
お
り
、
周
囲
の
山
々
や
川
の
水
も
き
れ

い
な
山
紫
水
明
の
地
で
あ
っ
た
。

吉
林
師
範
大
学
の
教
室
で
学
生
に
自
己
紹
介
を
さ
せ

る
と
、
吉
林
省
の
田
舎
出
身
の
学
生
は
、
自
分
の
生
ま

れ
故
郷
の
自
然
の
美
し
さ
を
話
す
者
が
多
い
。
実
は
、

学
生
た
ち
の
自
慢
す
る
美
し
い
自
然
の
イ
メ
ー
ジ
が
い

ま
ひ
と
つ
ぴ
ん
と
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
度
、
延

吉
や
琿
春
に
行
っ
て
み
て
、
学
生
た
ち
の
自
慢
す
る
故

郷
の
光
景
が
納
得
で
き
た
。
稲
田
が
あ
っ
て
、
小
川
が

流
れ
、
そ
の
向
こ
う
に
山
々
が
見
え
る
風
景
で
あ
る
。

旧
満
洲
＝
酷
寒
の
地
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
か

ら
、
中
国
・
東
北
地
区
が
温
帯
に
属
す
る
こ
と
を
忘
れ
、

春
や
夏
の
緑
豊
か
な
明
る
い
田
園
風
景
と
結
び
つ
か
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
中
国･

東
北
地
区
と
い
え
ば
農
業
を
中
心
と

し
た
産
業
構
造
を
考
え
る
が
、
今
回
訪
問
し
た
延
吉
市

は
総
人
口
三
九･

六
万
人
で
そ
の
う
ち
非
農
業
人
口
が

三
四･

五
万
人
で
あ
る
。
つ
ま
り
農
業
人
口
は
、
わ
ず

か
十
二
％
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
軽
工
業
を
中
心
と
す

る
新
工
業
都
市
で
医
薬
品
、
食
品
、
紡
績
、
電
子
、
冶

金
、
化
学
、
建
材
、
石
炭
な
ど
の
完
備
し
た
工
業
体
系

を
延
吉
市
は
持
っ
て
い
る
。

延
辺
自
治
州
政
府
の
発
行
し
た
「
二
〇
〇
九
年
対
外

経
済
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
は
、
延
吉
、
敦
化
、

琿
春
な
ど
自
治
州
各
地
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
五
十
項
目

列
記
さ
れ
て
い
る
。
広
大
な
開
発
区
を
準
備
し
、
優
遇

政
策
の
活
用
で
投
資
を
呼
び
か
け
る
自
治
州
の
、
一
所

懸
命
さ
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

琿
春
は
、｢

琿
春
辺
境
経
済
合
作
区｣

と
い
う
名
称

の
よ
う
に｢

辺
境｣

を
自
称
し
て
い
る
が
、
そ
の｢

辺

境｣
が
大
き
く｢

開
境｣

へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
琿

春
か
ら
の
海
へ
の
航
路
が
開
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
主
流
で
あ
っ
た
琿
春
―
大
連
―
日
本
の
ル
ー
ト

で
は
五
日
ほ
ど
か
か
っ
た
荷
物
が
、
琿
春
―
ザ
ル
ビ
ノ

(

ロ
シ
ア)

―
新
潟
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
一
日
半
に
な
る
。

ロ
シ
ア
の
港
経
由
と
い
う
「
借
港
出
海
」
事
情
も
あ
り
、

ま
だ
ま
だ
不
透
明
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
中
国
、
ロ
シ
ア
、

北
朝
鮮
の
三
国
が
国
境
を
接
す
る
防
川
か
ら
は
、
十
五

キ
ロ
先
の
日
本
海
が
望
見
で
き
、
海
に
近
い
土
地
で
あ

る
こ
と
も
実
感
で
き
た
。

吉
林
、
黒
竜
江
）
と
一
区
（
内
蒙
古
自
治
区
東
部
）

か
ら
な
る
「
東
北
行
政
首
長
協
議
機
制
」
の
成
立
に

つ
い
て
伝
え
た
。
東
北
四
地
域
の
発
展
の
問
題
を
同

一
区
域
の
枠
内
で
協
調
的
に
協
議
す
る
組
織
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
各
省
に
ま
た
が
る
重
要
な
基
礎
設
備
項

目
の
研
究
協
議
や
産
業
配
置
、
地
域
の
強
調
発
展
等

の
諸
問
題
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
国
務
院
が
九

月
九
日
に
正
式
に
発
布
し
た
「
国
務
院
関
于
進
一
歩

実
施
東
北
地
区
等
老
工
業
基
地
振
興
戦
略
的
若
干
意

見
」(

国
発(

二
〇
〇
九)

三
十
三
号)

が
あ
る
。

改
革
解
放
前
の
東
北
地
区
工
業
基
地
は
、
中
国
の

工
業
を
先
導
し
、
そ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
二
〇
％
近
か
っ
た
。

し
か
し
、
現
在
で
は
一
〇
％
以
下
と
い
わ
れ
る
ま
で

に
低
迷
し
て
い
る
。
改
革
開
放
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
遅
れ
た
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
九
年
度
版
「
中
国
統
計
年
鑑
」
に
よ
れ
ば
、

二
〇
〇
八
年
の
職
工
（
事
務
職
員
と
現
業
労
働
者
）

の
平
均
給
与
は
、
吉
林
省
で
は
二
三
、四
八
六
元
で
、

北
京
（
五
六
、三
二
八
元
）、
上
海
（
五
六
、五
六
五
元
）

の
二
分
の
一
以
下
で
あ
り
、
全
国
平
均
二
九
、二
二
九

元
よ
り
二
〇
％
も
低
い
数
字
と
な
っ
て
い
る
。

「
東
北
地
区
等
老
工
業
基
地
振
興
戦
略
」
と
補
完

関
係
に
あ
る
の
が
、
吉
林
省
内
の
長
春
、
吉
林
、
図

們
江
を
中
心
と
す
る
開
発
計
画
の｢

長
吉
図
綱
要
」

で
あ
る
。
正
式
に
は
、「
以
長
吉
図
為
開
発
開
放
先
導

区
的
中
国
図
們
江
区
域
合
作
開
放
計
画
綱
要
」
と
い

う
。
今
回
、
ア
ジ
ア
研
究
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
訪

問
し
た
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
の
諸
計
画
も｢

長
吉
図

綱
要
」
に
含
ま
れ
る
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
海
へ

の
流
通
窓
口
に
当
た
る
琿
春
は
、
ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮

と
の
「
借
港
出
海
」
の
地
と
し
て
重
要
な
任
務
を
持
っ

て
い
る
。
既
に
中
ロ
政
府
間
で
も｢

中
国
東
北
地
区

吉
林
の
省
都･

長
春
市
の
地
元
紙
『
新
文
化
報
』
は
、

十
月
二
十
一
日
号
で
国
務
院
が
東
北
三
省
（
遼
寧
、
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　“
留
守
学
生
”
問
題

　
日
本
語
教
育
の
退
潮

同
ロ
シ
ア
遠
東
及
東
シ
ベ
リ
ア
地
区
合
作
規
劃
綱
要

(2
0
0
9
-2

0
1
8
)｣

が
進
行
し
て
お
り
、
ロ
シ
ア
遠
東
と

西
シ
ベ
リ
ア
を
含
ん
だ
中
ロ
合
作
計
画
に
よ
っ
て
、

「
実
現
興
辺
冨
民
、
構
建
和
諧
辺
疆
」
と
い
う
夢
の
実

現
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。

開
発
計
画
は
将
来
へ
の
希
望
で
は
あ
っ
て
も
、
現

在
の
豊
か
さ
で
は
な
い
。
問
題
も
あ
る
。
例
え
ば
、
中

国
朝
鮮
族
の
問
題
の
一
つ
に
、
韓
国
な
ど
へ
の
出
稼
ぎ

で
両
親
が
故
郷
を
離
れ
、
残
さ
れ
た
子
供
た
ち
ー
「
留

守
学
生(

児
童)

」
と
い
う
ー
の
問
題
が
あ
る
。
親
の

出
稼
ぎ
は
、
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
農
村
部
共
通
の
問
題
で
も
あ
る
。
た
だ
、
出
稼
ぎ

先
が
国
内
で
は
な
く
、
言
語
に
不
自
由
し
な
い
韓
国
へ

の
出
稼
ぎ
の
多
い
点
が
ほ
か
と
違
う
。
給
与
水
準
が
違

う
か
ら
国
内
よ
り
稼
ぎ
も
い
い
よ
う
だ
。
例
え
ば
、「
中

国
網
民
族
頻
道
」(

七
月
二
十
九
日)

は
、
吉
林
省
通

化
市
の
朝
鮮
族
小
学
校
が
、｢

留
守
学
生｣

の
教
育
と

い
う
難
題
を
解
決
し
た
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
通
化
市
朝
鮮
族
小
学
校
の
生
徒

数
は
126
名
で
そ
の
う
ち
の
六
十
三
名
が
「
留
守
学
生
」

で
あ
っ
た
と
い
う
。
全
校
児
童
の
五
十
％
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
学
校
側
で
は
、
家
庭
訪
問
や
実
態
調
査

･

分
析
に
よ
っ
て
心
の
ケ
ア
な
ど
多
く
の
対
応
策
を

実
施
し
て
こ
の
問
題
解
決
に
効
果
を
あ
げ
た
と
い
う
。

具
体
的
に
は
、
母
親
の
中
か
ら
奉
仕
の
精
神
に
富

み
、
生
徒
の
教
育
に
熱
心
な
人
た
ち
の
協
力
を
得
て

「
マ
マ
の
家
」
に
参
加
し
て
も
ら
い｢

留
守
学
生｣

の

代
理
の
母
親
役
を
依
頼
す
る
。
子
供
た
ち
に
家
庭
の

温
か
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
。
ま
た
、
親

の
協
力
ネ
ッ
ト
を
つ
く
り
、
子
供
教
育
の
講
座
を
開

い
た
り
、
家
庭
と
学
校
と
の
互
助
シ
ス
テ
ム
を
作
る

な
ど
の
対
応
策
を
実
施
し
効
果
を
挙
げ
た
と
い
う
。

よ
り
よ
い
生
活
、
子
供
へ
の
よ
り
よ
い
教
育
資
金
稼

ぎ
が
、
新
た
な
子
供
の
問
題
を
発
生
さ
せ
て
い
る
。

こ
う
し
た
対
策
で
、
出
稼
ぎ
問
題
が
な
く
な
る
わ

け
で
は
な
い
。
問
題
は
、
中
国
と
韓
国
の
賃
金
差
、

都
会
と
地
方
の
経
済
格
差
で
あ
る
。
東
北
地
区
の
経

済
開
発
が
順
調
に
進
み
、
雇
用
や
賃
金
が
上
昇
す
れ

ば
、
出
稼
ぎ
の
必
要
も
な
く
な
る
か
ら
、
家
族
が
ば

ら
ば
ら
に
な
る
こ
と
も
改
善
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
の
学
校
教
育
の
中
で
の
日
本

語
教
育
機
関
で
は
、
学
習
者
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い

る
と
い
う
話
を
延
辺
大
学
で
聞
い
た
。
中
国
で
の
大

学
入
試
や
就
職
の
問
題
も
あ
っ
て
、
外
国
語
が
日
本

語
か
ら
英
語
教
育
重
視
に
転
換
さ
れ
た
影
響
だ
と
い

う
。
私
に
は
、
中
国
国
内
事
情
の
ほ
か
に
も
中
国
の

高
校
で
日
本
語
を
学
ん
だ
生
徒
の
日
本
留
学
に
対
し

て
、
日
本
の
大
学
が
必
ず
し
も
温
か
く
受
け
入
れ
て

こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

も
う
か
な
り
前
の
話
に
な
る
が
、
亜
細
亜
大
学
に
勤

め
て
い
た
こ
ろ
留
学
生
入
試
の
仕
事
に
か
か
わ
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
あ
る
年
の
入
試
で
、
日
本
語
が
抜
群
の

中
国
留
学
生
が
受
験
し
た
。
入
試
の
成
績
は
、
日
本
語

が
最
高
点
で
ト
ッ
プ
、
面
接
も
見
事
な
日
本
語
で
高
評

価
を
得
た
。
し
か
し
、
英
語
は
惨
憺
た
る
も
の
だ
っ
た
。

当
時
の
留
学
生
入
試
に
は｢

足
切
り
点｣
の
制
度
が
あ

り
、
例
え
、
総
合
点
で
合
格
点
に
達
し
て
い
て
も
、
ど

ち
ら
か
の
科
目
が
「
足
切
り
点
」
に
引
っ
か
か
っ
た
ら

不
合
格
に
な
っ
た
。
こ
の
留
学
生
は
、
そ
の
規
定
に
該

当
す
る
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

入
学
願
書
に
は
、
国
籍
だ
け
し
か
書
い
て
な
い
が
、

面
接
で｢

中
国
朝
鮮
族｣

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

今
も
、
優
秀
だ
っ
た
あ
の
学
生
の
こ
と
が
、
申
し
訳

な
い
よ
う
な
思
い
と
共
に
脳
裏
に
残
っ
て
い
る
。

日
本
語
が
優
秀
で
あ
っ
て
も
、
英
語
が
で
き
な
け

れ
ば
、
合
格
で
き
な
い
の
は
現
実
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

延
辺
朝
鮮
族
自
治
区
の
中
等
教
育
か
ら
日
本
語
教
育

の
影
が
薄
く
な
っ
て
も
、
そ
れ
は
止
む
を
得
な
い
時

代
の
流
れ
だ
ろ
う
と
は
思
う
。

も
と
も
と
日
本
の
大
学
に
は
、
海
外
の
日
本
語
教

育
と
国
内
教
育
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
考
え
る
発
想
が
な

い
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学
は
、
教
育
言
語
が
英
語
だ
か

ら
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
の
ス
コ
ア
さ
え
基
準
を
満
た
せ
ば
受

け
入
れ
る
。
日
本
は
、
留
学
生
に
英
語
と
日
本
語
の

二
つ
の
外
国
語
を
課
し
て
、
そ
れ
を
当
然
視
し
て
い

る
。
日
本
で
も
、
留
学
生
の
受
入
れ
に
際
し
て
、
日

本
語
能
力
検
定
試
験
評
価
だ
け
で
受
け
入
れ
る
大
学

が
多
く
な
れ
ば
、
そ
れ
が
海
外
の
中
等
教
育
の
日
本

語
振
興
の
一
助
に
も
な
る
よ
う
に
思
う
。

延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
の
日
本
語
教
育
に
、
新
し
い

希
望
も
生
ま
れ
て
い
る
。
延
辺
大
学
日
本
学
研
究
所

の
李
東
哲
所
長
に
お
目
に
か
か
っ
た
と
き
、
延
辺
の

日
本
語
の
退
潮
を
率
直
に
お
話
さ
れ
、
今
後
、
小
中

高
校
か
ら
大
学
を
含
め
て
、
延
辺
の
日
本
語
教
育
の

建
て
直
し
を
考
え
て
い
き
た
い
、
と
い
う
明
る
い
お

話
も
伺
っ
た
。
海
外
の
日
本
語
教
育
に
つ
い
て
、
日

本
の
大
学
で
も
そ
の
支
援
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

(

や
ま
も
と
た
だ
し
・
吉
林
師
範
大
学
教
授
、
ア
ジ

ア
研
究
所
嘱
託
研
究
員)
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